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10月の新刊ラインナップ　　  詳細は同封の新刊案内／別刷り注文書をご覧ください。今月のみ受注の書目です。

朝鮮半島史 女性たちの韓国近現代史　崔チェ誠ソ ン ヒ

姫 著 税込予価 2,860円

ISBN978-4-7664-2989-3

金 融 苦悶する中央銀行　金融政策の意図せざる結果
ラグラム・ラジャン 著／北村礼子 訳 ／小林慶一郎 解説

税込予価 2,200円

ISBN978-4-7664-2990-9

倫理学 恥と運命の倫理学　道徳を乗り越えるためのギリシア古典講義　
バーナード・ウィリアムズ 著／河田健太郎・杉本英太・渡辺一樹 訳

税込予価 3,960円

ISBN978-4-7664-2992-3

日本思想 真理探求者たち　ある日本人の対話と省察
竹内楠

なんぞ う

三 著／岩下眞好 訳／片山杜秀 解説

税込予価 5,940円

ISBN978-4-7664-2687-8

海外事情 マイナーな感情　アジア系アメリカ人のアイデンティティ　
キャシー・パーク・ホン 著／池田年穂 訳

税込予価 2,750円

ISBN978-4-7664-2991-6

デザイン プロジェッティスタの控えめな創造力 　
イタリアンデザインの静かな革命　多木陽介 著

税込予価 4,180円

ISBN978-4-7664-2985-5

法制史 近代東アジア憲法の歴史的交響 　理論の継受と規範の形成　

呉
ご

迪
てき

 著

税込予価 5,720円

ISBN978-4-7664-2993-0

貨幣史・
金融史 徳川期の銭貨流通　貨幣経済を生きた人々　藤井典子 著

税込予価 5,500円

ISBN978-4-7664-2994-7
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話題の本

ISBNは 978-4-7664を省略しています。
　　↓

【番線印】 話題書のご注文は今すぐFAXで！
　　03ー3451ー3122

出荷条件：返品条件付注文品

◎話題の本
ご注文部数 書  名 著／編者 ISBN 判型 /頁数 定価 刊行年月

〈声なき声〉のジャーナリズム
̶マイノリティの意見をいかに掬い上げるか 田中瑛 2963-3 四六判上／ 288 3,520円 2024年 5月

円の実力
̶為替変動と日本企業の通貨戦略 佐藤清隆 2924-4 四六判上／ 288 2,970円 2023年12月

 移民は世界をどう変えてきたか
̶文化移植の経済学

ギャレット・ジョーンズ ／
飯嶋貴子 訳 2961-9 四六判上／ 272 3,300円 2024年 4月

※弊社Webサイトでは書店向けページ（http://www.keio-up.co.jp/shoten/）を設けております。 
Twitter（＠ KEIOUP）、Facebook（facebook.com/keioup）では、最新刊のご案内に加え、フェアやイベントの情報も掲載
し Instagram（instagram.com/keioup/）では、書影を中心にご紹介しています。note（note.com/keioup）では、試し読
みの記事なども掲載しておりますので、ぜひご覧ください！

◆弊社webサイト ◆ Twitter ◆ Facebook ◆ note◆ instagram

社 会『〈声なき声〉のジャーナリズム
　　   ̶マイノリティの意見をいかに掬い上げるか 』

（2024年 5月刊）  ISBN：978-4-7664-2963-3　定価 3,520円

▶『朝日新聞』2024年 8月13日「メディア空間考 「記者の「真正性」とは」（朝刊 7面）
にて、紹介されました。
▶『中央公論』2024年 9月号「新刊この一冊！」（p.194）に書評が掲載されました。
評者は、荻上チキ氏（評論家）です。

書評

経済 『円の実力̶為替変動と日本企業の通貨戦略』
（2023年 12月刊） ISBN：978-4-7664-2924-4　定価 2,970円

▶『週刊エコノミスト』2024年 8月 27日・9月 3日合併号「特集 通貨を学ぶ本 わ
たしのこの 1冊」（p. 91）に挙げていただきました。
　評者は、根本直子氏（早稲田大学大学院教授）です。

書評

経 済『移民は世界をどう変えてきたか̶文化移植の経済学』
（2024年 4月刊） ISBN：978-4-7664-2961-9　定価 3,300円

▶「日経 BOOKプラス」（2024.8.8掲載）前田裕之氏（学習院大学客員研究員・文
筆家）による「経済学の本棚」で、「移民のプラス、マイナスは？　適切な政策を
打ち出すための本」の 1冊として紹介されました。

書評

本文はこちら→


